
                               令和２年 10月 27日 

                               学長選考会議決定 

求めるべき学長像 

 

１．人格が高潔で、学識が優れ、かつ、大学における教育研究活動を適切かつ

効果的に運営することができる能力を有すること。 

 

２．人類の英知の結晶としての学術･文化に関する知的遺産の継承と発展及び

豊かな人間性と創造的な課題解決能力を備えた人材の育成、また、学術文化

の基軸として地域社会及び国際社会の発展と人類の福祉の向上に資するとし

た本学の目的・使命を実現するための能力を有する者 

 

３．宮崎大学に期待される社会的役割を認識し、宮崎大学が持つ強み、個性、

特色を最大限に生かした大学改革を積極的に推進する能力を有すること。 

また、中期目標・計画を達成するため、リーダーシップを発揮し、大学を

運営する能力を有すること。 

 

 

 


